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に
徹
底
さ
せ
る
よ
う
、
納
税
者
と
し
て
声

を
挙
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
辺
野
古
県
民
大
行
動
が
８
月
も
開
催
さ

れ
、
辺
野
古
住
民
の
訴
訟
で
原
告
適
格
を

最
高
裁
に
認
め
さ
せ
た
辺
野
古
在
住
の
金

城
氏
も
発
言
し
、
よ
う
や
く
本
当
の
裁
判

が
始
ま
る
の
で
、
諦
め
ず
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
知

事
選
挙
を
取
り
上
げ
、
新
基
地
建
設
阻
止

の
た
め
に
も
絶
対
に
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を

勝
利
さ
せ
よ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。
沖

縄
県
統
一
連
と
沖
縄
民
医
連
６
者
共
（
沖

縄
民
医
連
内
各
法
人
と
県
連
、
労
組
で
構

成
）
は
、
那
覇
市
前
島
の
同
じ
ビ
ル
内
に

そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
を
構
え
、

知
事
選
挙
勝
利
の
た
め
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
全
国

か
ら
支
援
者
も
駆
け
つ
け
、

熱
中
症
対
策
を
し
て
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
玉
城
知
事
勝
利
は
、
高

市
政
権
の
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
止
め
る
力
に
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
６
年
８
月
４
日

沖
縄
県
統
一
連
　
事
務
局
長

　
瀬
長
和
男

　
今
年
の
沖
縄
は
台
風
の
当
た
り
年

の
様
で
、
８
月
５
日
に
は
台
風
13
号

に
備
え
て
、
今
年
３
回
目
の
辺
野
古

ゲ
ー
ト
前
テ
ン
ト
の
台
風
対
策
を
行

い
ま
し
た
。
台
風
対
策
は
大
変
な
作

業
で
す
が
、
台
風
が
接
近
す
る
と
新

基
地
建
設
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め
、

工
事
が
止
ま
る
う
れ
し
さ
も
感
じ
な

が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
台
風
７
号
接
近
を
理
由
に
大
浦
湾

か
ら
避
難
し
て
い
た
砂
杭
打
設
作
業

船
（
Ｓ
Ｃ
Ｐ
船
）
３
隻
が
７
月
18
日
に
大

浦
湾
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
隻
は
埋

立
て
予
定
地
の
外
側
に
係
留
さ
れ
、
１
隻

だ
け
が
係
船
機
能
付
き
護
岸
予
定
地
に
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
く
作
業
を

す
る
様
子
は
な
く
、
そ
の
場
所
に
留
ま
っ

て
い
る
だ
け
で
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｃ
Ｐ
船
は
、

作
業
能
力
に
も
よ
り
ま
す
が
、
１
隻
の
レ

ン
タ
ル
料
金
は
１
日
あ
た
り
２
５
０
万
円

か
ら
３
５
０
万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
隻
が
作
業
も
せ
ず
大
浦
湾
に
い
る
だ
け

で
、
業
者
に
は
１
日
８
０
０
万
か
ら
１
１

０
０
万
円
ほ
ど
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
結
局
、
こ
の
３
隻
の
Ｓ
Ｃ

Ｐ
船
も
７
月
30
日
に
は
台
風
避
難
で
移
動

し
た
た
め
、
そ
の
移
動
の
費
用
も
ま
た
、

無
駄
遣
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
よ

う
に
台
風
シ
ー

ズ
ン
は
地
盤
改

良
工
事
を
行
わ

な
い
と
決
め
れ

ば
、
少
な
く
と

も
移
動
の
費
用

は
減
ら
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

「
費
用
対
効
果
」
、

公
務
で
あ
れ
ば

当
た
り
前
の
考

え
方
を
防
衛
省

◎カ ン パ送付先

郵便振替口座　 加入者名： 沖縄県統一連

　 　 　 　 　 　 　 口座番号： 01710 －8 －62 72 3

沖
縄
に
連
帯
し
て

玉
城
知
事
勝
利
は
、高
市
政
権
の
戦
争
す
る

国
づ
く
り
を
止
め
る
力
に

　

世
界を めざし て世
界を めざし て

戦
争

も 核兵器も な

い

8月の辺野古県民大行動

６ 者共のスタ ンディ ング宣伝行動
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７
月
末
、
熊
本
日
日
新
聞
が
陸
上
自
衛
隊
の

情
報
部
隊
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
に
つ
い
て
大

変
重
大
な
ス
ク
ー
プ
を
報
じ
た
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

１
　
陸
自
「
現
地
調
査
隊
」
の
ス
パ
イ
活
動

　
熊
本
日
日
新
聞
は
、
陸
上
自
衛
隊
中
央
情
報

隊
（
朝
霞
駐
屯
地
）
の
対
外
情
報
部
門
「
現
地

情
報
隊
」
が
、
市
民
を
対
象
に
思
想
信
条
に
関

す
る
情
報
を
含
む
詳
細
な
個
人
情
報
を
組
織
的

に
調
査
・
収
集
し
て
い
る
実
態
を
、
元
隊
員
が

証
言
し
た
と
報
じ
ま
し
た
。

　
「
現
地
情
報
隊
」
と
い
う
組
織
は
、
自
衛
隊

の
中
で
唯
一
、
人
的
情
報
収
集
活
動
を
す
る
専

門
部
隊
で
（
規
模
は
50
〜
60
人
）
、
自
衛
隊
が

海
外
派
遣
さ
れ
る
際
、
派
遣
部
隊
よ
り
一
足
先

に
現
地
入
り
し
、
現
地
の
人
の
協
力
者
を
獲
得

し
て
情
報
を
収
集
す
る
、
と
い
う
本
来
は
海
外

で
の
情
報
活
動
を
任
務
と
し
た
部
隊
と
の
こ
と
。

し
か
し
実
際
に
は
隊
員
の
大
半
が
国
内
で
市
民

の
個
人
情
報
を
収
集
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　
活
動
の
概
要
は
、
自
衛
隊
が
想
定
し
て
い
る

派
遣
先
に
関
し
て
知
識
・
人
脈
が
あ
る
一
般
人

（
例
え
ば
そ
の
国
の
政
治
や
社
会
の
研
究
者
・

大
学
教
授
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
関
係
者
な
ど
）
へ

の
接
触
計
画
を
作
り
、
徐
々
に
親
し
く
な
っ
て

詳
細
な
個
人
情
報
を
収
集
し
、
報
告
書
に
記
録

し
て
い
る
と
い
う
も
の
。
個
人
情
報
の
収
集
と

保
管
に
つ
い
て
対
象
者
の
同
意
は
得
て
い
な
い

ど
こ
ろ
か
、
自
衛
隊
員
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に

隠
し
て
接
触
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
中
に

は
「
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
情
報
を
取
ら
れ
た
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
話
す
人
も
い
ま
す
。

　
な
ん
ら
法
的
根
拠
も
な
く
、
対
象
者
の
同
意

を
得
ず
に
個
人
情
報
を
収
集
す
る
ま
ぎ
れ
も
な

い
ス
パ
イ
行
為
が
、
防
衛
大
臣
に
知
ら
さ
れ
な

い
形
で
自
衛
隊
が
進
め
て
い
た
と
い
う
衝
撃
的

な
報
道
で
す
。
同
盟
国
の
軍
事
行
動
に
参
加
し

う
る
事
実
上
の
戦
力
と
化
し
た
自
衛
隊
に
対
し

て
、
民
主
的
統
制
（
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
）
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

２
　
詳
細
な
個
人
情
報
の
吸
い
上
げ

　
さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、
収
集
さ
れ
た
個
人
情

報
は
住
所
や
学
歴
・
経
歴
の
み
な
ら
ず
、
「
対

日
本
感
情
」「
対
自
衛
隊
感
情
」「
思
想･

信
条
」

「
資
産･

負
債
」「
異
性
関
係
」「
性
的
嗜
好
（
原

文
マ
マ
）
」
に
ま
で
及
び
、
詳
細
な
外
見
の
特

徴
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

証
言
し
た
元
隊
員
は
本
来
収
集
す
る
必
要
性
は

な
い
情
報
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
ま

し
た
。
極
め
て
私
的
な
個
人
情
報
を
「
弱
み
」

と
し
て
国
家
権
力
に
握
ら
れ
れ
ば
、
強
力
な
萎

縮
効
果
を
生
む
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す

し
、
自
衛
隊
の
協
力
者
（
情
報
源
）
に
な
り
得

る
人
物
か
を
見
極
め
る
た
め
に
内
心
や
思
想
を

探
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
な

ん
で
あ
れ
国
家
権
力
に
よ
る
甚
大
な
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
で
あ
る
上
に
、
心
の
中
を
探
る
行
為

は
思
想
弾
圧
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

３
　
小
泉
大
臣
の
「
低
い
」
意
識

　
こ
の
報
道
を
ふ
ま
え
、
現
地
情
報
隊
の
活
動

に
つ
い
て
記
者
会
見
で
質
問
さ
れ
た
小
泉
防
衛

大
臣
は
、
「
現
時
点
で
不
適
切
な
活
動
を
行
っ

た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」「
（
活
動
内
容

の
詳
細
は
）
収
集
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
差
し
控
え
る
」
と
い
う
無
味
乾
燥

な
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。
こ
と
の
重
大
性
を

理
解
し
て
い
な
い
低
い
危
機
意
識
や
、
こ
れ
ま

で
も
自
衛
隊
が
く
り
返
し
市
民
を
監
視
し
個
人

情
報
を
吸
い
上
げ
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が

ま
っ
た
く
な
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大

臣
に
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
の
勝
手
な
ス
パ
イ
活

動
を
、
大
臣
（
ひ
い
て
は
主
権
者
国
民
）
へ
の

侮
辱
と
な
ぜ
考
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

４
　
国
は
徹
底
し
た
調
査
を
！

　
首
相
、
防
衛
大
臣
、
与
党
は
一
刻
も
早
く
本

件
に
つ
い
て
の
徹
底
し
た
調
査
を
実
施
し
、
個

人
情
報
保
護
法
は
じ
め
と
す
る
法
令
遵
守
を
徹

底
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
凄
惨
な
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
事
件
も
相
次
ぐ
自
衛
隊
と
い
う

組
織
全
体
に
お
い
て
そ
も
そ
も
「
市
民
の
人
権

を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
が
薄
い

こ
と
も
感
じ
ら
れ
、
人
権
や
憲
法
に
つ
い
て
の

教
育
・
研
修
体
制
も
見
直
す
べ
き
で
す
。

いま、なぜ憲法改悪なのか

○ 陸上自衛隊「 現地調査隊」 の情報収集活動
　 　 ～熊本日日新聞の驚愕のスク ープ ～
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斎藤  貴男

縮図からみる世界【 100】

シリ ーズ

斎藤　 貴男（ さ いと う 　 たかお）

1958年東京生まれ。 早稲田大学商学部卒。 英国バーミ ン

ガム大学大学院修了。 主な著書に『 驕る権力、 煽るメ ディ

ア』『 決定版 消費税のカ ラ ク リ 』『 いちばんたいせつなも

の』『 マイナンバーが日本を壊す』『 マスゴミ っ て言う な！』

『 こ んな部活あり ます 正射必中！弓道部』（ 2024.3）など。

　
重
大
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
と
こ
ろ
全

国
的
に
拡
大
し
て
い
る
「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｃ
）」

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｃ
に
明
確
な
定
義
は
な
い
。
機
能
の
進
化
が
目
ま

ぐ
る
し
過
ぎ
る
た
め
だ
。
敢
え
て
言
え
ば
、
企
業
や
官

公
庁
な
ど
が
保
有
す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
の
管
理
や
処
理

を
目
的
に
、
サ
ー
バ
ー
や
通
信
機
器
を
集
約
・
運
用
す

る
施
設
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　
Ｄ
Ｃ
は
普
通
の
建
物
と
違
う
。
ひ
た
す
ら
巨
大
で
、

窓
が
極
端
に
少
な
い
。
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
冷
却

効
率
が
必
要
だ
か
ら
と
い
う
の
だ
が
、
近
隣
住
民
が
強

い
ら
れ
る
圧
迫
感
は
計
り
知
れ
な
い
。
景
観
や
日
照
権

の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
騒
音
、
大
量
の
電
力
や
水
が
消

費
さ
れ
る
こ
と
の
悪
影
響
、
強
力
な
電
磁
波
や
廃
熱
に

よ
る
気
温
上
昇
等
が
引
き
起
こ
す
健
康
被
害
の
危
険
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
都
昭
島
市
、
日
野
市
、
江
東
区
、
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
、
千
葉
県
印
西
市
、
富
山

県
南
砺
市…

。
各
地
で
激
し
い
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ

始
め
た
の
は
、
し
た
が
っ
て
当
然
だ
。
多
く
の
場
合
、

し
か
し
建
設
側
は
不
誠
実
な
対
応
に
終
始
。
法
整
備
が

追
い
付
い
て
い
な
い
の
を
よ
い
こ
と
に
、
強
引
な
態
度

ば
か
り
が
目
立
つ
。
海
外
の
投
資
家
ら
の
狙
い
も
、
ま

さ
に
こ
の
点
に
あ
る
よ
う
だ
。

Ｄ
Ｃ
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
道
か

　
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｃ
ラ
ッ
シ
ュ
も
住

民
軽
視
も
世
界
的
な
傾
向
だ
。
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や

く
、
世
界
最
大
の
Ｄ
Ｃ
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る
米
国

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
、
公
聴
会
の
開
催
や
郡
議
会
に
よ
る

政
治
判
断
が
義
務
化
さ
れ
た
と
い
う
。
日
本
で
は
こ
の

ほ
ど
、
各
地
の
住
民
団
体
が
参
加
す
る
「
都
市
型
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
会
」
が
、
国
に
よ
る
法
規
制

を
求
め
る
署
名
を
国
土
交
通
省
に
提
出
し
た
。

　
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
態
の
改
善

に
向
け
た
曙
光
が
見
え
て
き
た
感
じ
も
な
く
は
な
い
。

た
だ
し
油
断
は
禁
物
だ
。

　
米
国
で
は
一
方
で
、
Ｄ
Ｃ
へ
の
反
対
運
動
が
「
反

テ
ッ
ク
過
激
主
義
」
と
見
な
さ
れ
、
テ
ロ
組
織
な
ど
と

同
様
の
取
締
り
対
象
と
さ
れ
る
懸
念
が
浮
上
し
て
い
る

ら
し
い
。
Ｄ
Ｈ
Ｓ
（
国
土
安
全
保
障
省
）
や
Ｆ
Ｂ
Ｉ

（
連
邦
検
察
局
）
が
協
働
で
ま
と
め
た
報
告
書
の
内
容

が
、
一
部
メ
デ
ィ
ア
で
暴
露
さ
れ
た
の
だ
。

　
現
代
の
世
界
を
支
配
し
て
い
る
新
自
由
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
実
に
親
和
性

が
高
い
。
日
本
で
も
近
い
将
来
、
Ｄ
Ｃ
に
「
聖
地
」
と

か
「
霊
山
」
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
て
い
く

惧
れ
な
し
と
し
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
す
な
わ

ち
圧
倒
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
だ
。

　
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
近
未
来
で
あ
る
。
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いわさ き ちひろ「 十五夜の月」（ 1 9 6 5 年）表紙のコ メ ント

ちひろ美術館・ 東京　 TEL.03-3995-0612

安曇野ちひろ美術館　 TEL.0261-62-0772

開館情報はホームページをご確認く ださい。

https://chihiro.jp/

十五夜の月と 子ども たちが描かれたちひろの代表作です。

深みのある青緑の夜空と 地面に映る子ども たちの長い影

が夜空を照ら す月の明るさ を表現し ています。 子ども た

ちの愛ら し い仕草から は、 ひと り ひと り の個性が感じ ら

れます。 今年の中秋の名月は9月25日。 美し い満月を眺

めながら 素敵な時間をお過ごし く ださ い。

●ち ひろ 美術館・ 東京では、 「 ち ひろ 　 子ども は平和のシンボ

ル」 展を10月25日まで開催し ます。 同時開催： 武田美穂展　

絵本づく り はド キド キなのだ！

●安曇野ちひろ 美術館では、 「 いわさ き ちひろ と 堀文子　 童画

の世界」 展を9月11日から 12月15日まで開催し ます。 同時開

催： 「 絵本の舞台を 訪ねて　 赤羽末吉の日本一周」 ／ちひろ

美術館コ レク ショ ン「 波にゆら れて舟の旅」 展

〈 イベント 情報〉

高橋真樹講演会「 も し も 君の町がガザだっ たら 」

日時： 10月4日（ 日） 14： 00～15： 30

会場： ちひろ美術館・ 東京

定員： 40名　 参加費： 1000円（ 入館料別）

オンラ イ ン　 定員： 100名　 参加費： 700円

申し 込み： 要事前予約（ 9/4より 公式サイ ト 、 TELにて）

https://chihiro.jp/

